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・審査!!　決算特別委員会
決算の特徴
　令和３年度の一般会計、特別会計を含めた総額は、歳入で８７億３５９
万円、歳出８５億５０５５万円で、歳入歳出差引額は１億５３０４万円と
なっている。このうち一般会計の歳入歳出決算額は歳入６１億９４７５万
円、歳出６０億７１７５万円、歳入歳出差引額は１億２０００万円となっ
ている。
　財政の健全化を示す経常収支比率や実質公債費比率、公債費負担比率等
の数値は健全と判断された。しかし、町税の収入能力、地方交付税に依存
する度合いを示す財政力指数は０.２５から０.２３に減少している。主な
事業としては、橋梁長寿命化事業及び公営住宅長寿命化整備事業や町下野
球場改修事業、集会施設整備事業、ただみ・モノとくらしのミュージアム
施設整備事業があげられる。
　監査委員、決算特別委員会からは補助金制度の主旨に沿った適切な執行
とその効果および成果を検証すること。また、コロナ禍や人口減少、物価
高騰など経済状況の悪化が益々懸念されるため、安定的な財政運営が課題
としての意見が出された。

　
９
月
１３
日
よ
り
３
日
間
、
令
和
３
年
度
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
主
に
施
策
や
事
業
の
効
果
、
検
証
を
含
め
補
助
金
等
の
適
切
な

予
算
執
行
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、
本
会
議
最
終
日
の
１６
日
に

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
す
べ
て
原
案
通
り
認
定
し
ま
し
た
。

人口減少・物価高騰
経済の悪化懸念‼
安定的な財政運営が求められる

・審査!!　決算特別委員会
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令和3年度決算をチェック
歳
入

不
能
欠
損
・
収
入
未
済
額

問
収
入
未
済
額
が
前

年
よ
り
増
え
て
い

る
。
主
な
要
因
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
の
悪
化
で
納

税
で
き
な
い
と
い
う
相
談

が
あ
る
。
で
き
う
る
限
り

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
相

談
対
応
し
て
い
る
が
、
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

問
徴
収
に
あ
た
っ
て
、

生
存
権
を
奪
う
よ

う
な
こ
と
を
避
け
、
国
税

徴
収
法
に
従
っ
て
生
活
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
配

慮
を
し
て
い
る
か
。

答
生
活
に
関
わ
る
も

の
、
最
低
限
の
も

の
に
つ
い
て
は
慎
重
に
調

査
し
、
差
し
押
さ
え
な
ど

は
国
税
徴
収
法
の
例
に
倣

っ
て
配
慮
し
進
め
て
い
る
。

問
固
定
資
産
税
未
収

額
が
増
え
て
い
る
。

空
き
家
等
の
滞
納
が
増
え

て
い
る
の
で
は
。

答
多
少
は
増
え
て
い

る
が
空
き
家
と
な

っ
た
た
め
増
え
て
い
る
と

い
う
状
況
で
は
な
い
。

歳
出

報
　
酬

問
消
防
団
員
等
の
報

酬
の
見
直
し
は
さ

れ
な
い
の
か
。

答
国
か
ら
の
報
酬
の

見
直
し
に
つ
い
て

の
通
知
も
あ
り
、
検
討
し

て
い
る
。
報
酬
以
外
の
面

も
魅
力
化
の
た
め
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。

委
託
料

問
交
流
施
設
（
季
の

郷
湯
ら
里
）
が
老

朽
化
し
て
き
て
い
る
。
源

泉
ポ
ン
プ
、
客
室
の
問
題

等
施
設
を
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
に
し
て
い
く
考
え

か
。

令和3年度決算をチェック

答
源
泉
も
心
配
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
人
宿
泊
が

多
く
部
屋
が
満
室
で
も
定

員
は
満
員
に
な
ら
な
い
な

ど
難
し
い
状
況
も
あ
り
、

ま
た
財
務
体
質
の
こ
と
な

ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
テ
コ
入
れ
し
て
い
く

施
設
と
し
て
値
す
る
の
か

今
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
一
番
大
事
に
し
て
、

今
い
る
人
材
を
基
に
し
、

今
後
具
体
的
に
提
案
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

補
助
金

問
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

人
口
減
少
対
策
の

予
算
額
に
対
し
て
支
出
が

少
な
い
。
人
口
減
少
対
策

は
町
に
と
っ
て
一
番
の
事

案
で
あ
る
。
継
続
し
て
い

く
事
業
で
あ
り
、
利
用
増

の
工
夫
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
だ
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
最
大
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
の

解
り
や
す
い
情
報
発
信
に

取
り
組
み
、
さ
ら
に
積
極

的
な
姿
勢
で
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

問
補
助
金
等
の
制
度

が
多
く
、
制
度
の

整
理
も
必
要
で
な
い
か
。

成
果
が
出
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
周
知
が
で
き
て

い
な
い
の
で
は
。

答
制
度
の
数
は
多
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
様
々
な
条
件
が
あ

る
。
理
解
し
や
す
い
よ
う

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
只
見
高
校
振
興
対

策
に
つ
い
て
の
予

算
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

財
源
と
し
て
国
、
県
等
か

ら
の
支
援
は
な
い
の
か
。

答
特
別
交
付
税
で
あ

る
程
度
措
置
を
さ

れ
て
い
る
。
高
校
の
振
興

対
策
は
特
殊
財
政
需
要
と

し
て
要
望
し
て
い
る
。
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令和３年度 各会計決算の議決状況

問
只
見
産
米
ブ
ラ
ン

ド
化
事
業
、
生
産

者
の
意
識
が
高
揚
す
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答
食
味
計
で
確
認
、

コ
ン
テ
ス
ト
等
に

よ
る
意
識
高
揚
、
お
い
し

い
コ
メ
を
作
ろ
う
と
い
う

意
識
改
革
、
他
と
の
違
い

を
見
出
す
努
力
、
ブ
ラ
ン

ド
力
を
上
げ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

答
交
通
費
の
給
付
の

方
と
バ
ス
送
迎
の

方
が
お
ら
れ
る
。
今
後
も

送
迎
に
つ
い
て
は
手
厚
く

し
て
い
き
た
い
。

� （千円以下切り捨て）

会　計　名 歳　入 歳　出
賛　否

認　定 不認定

一 般 会 計 61億9475万円 60億7175万円 11 0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 4億4081万円 4億4068万円 11 0

国 民 健 康 保 険 施 設 3億9173万円 3億9098万円 11 0

後 期 高 齢 者 医 療 1億7063万円 1億7040万円 10 1（山岸）※

介 護 保 険 事 業 7億7315万円 7億6162万円 11 0

介 護 老 人 保 健 施 設 2億8385万円 2億8371万円 11 0

地域包括支援センター 1279万円 1279万円 11 0

簡 易 水 道 1億5253万円 1億5242万円 11 0

集 落 排 水 事 業 2億6306万円 2億6237万円 11 0

朝 日 財 産 区 2024万円 378万円 11 0

※認定第４号後期高齢者医療特別会計�
討論（討論者） 反　対　理　由

反対討論（山岸委員） 社会保障制度に根本から反する制度であり、高齢者の医療費抑制と
健康の自己責任を強いる制度となっているため反対

問
人
口
透
析
患
者
通

院
交
通
費
給
付
費

は
、
何
処
の
病
院
へ
通
院

さ
れ
て
い
る
方
も
対
象
と

な
っ
て
い
る
か
。

問
ふ
る
さ
と
交
流
、

観
光
に
つ
い
て
柏

市
と
の
関
係
が
希
薄
に
な

っ
て
い
な
い
か
。

答
交
流
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
出
張

は
少
な
い
が
、
ウ
エ
ブ
会

議
等
で
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ
て
い
る
。
観
光
の
面
で

は
、
市
の
施
設
に
只
見
の

紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
頂
き
、
町
も
柏
市
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
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決算審査指摘事項
―補助金管理運営を適切に!!―

審査実施期間　令和４年８月２日、３日、４日、８日、２５日（５日間）
代表監査委員　吉津　文裕　　　議会選出監査委員　酒井　右一

①　委託料及び負担金及び補助金交付金について
　委託料、負担金及び補助金は年々増加傾向にある。事業の十分な検討のもと取捨選択を行い、
「只見町中期財政見通し」に照らし適切な事業運用を図ること。特に平成２６年４月１日に施
行された、只見町宿泊・飲食持続化創業支援事業については、成果及び効果の十分な検証がさ
れていないので、制度の主旨を踏まえ適切にその効果及び成果を検証すること。
また、当該事業者の一部に、只見町宿泊・飲食持続化創業支援事業補助金交付要綱及びその募
集要項に沿わない事業例がある。これについては別途勧告書により是正を勧告する。

②　住民と行政の協働強化について
　少子高齢化が極度に進行している。また、人口の減少は予測を上回る勢いで進んでいて、各集
落においては社会機能が喪失しつつある。行政と住民の協働がなければ基礎自治体は崩壊する。
厳しい現実を回避し社会機能を維持するため、住民自治の強化を図る必要がある。そのため、
職員の配置を見直し、住民と行政の協働を強く推し進め、住民自治の強化を図るべきである。

③　人材の確保と住民福祉の充実について
　より質の高い「住民福祉の向上」を求めるには人材の確保が重要かつ急務である。特に医療や
保育・福祉の現場に人材が不足し業務に顕著な支障をきたしている。為すべき行政に支障のな
いよう早急に人材確保を行うべきである。そうした場合、本町は経常収支比率が警戒水準に近
づいているものの、過去の自治体規模の概念から脱却し、行・財政改革を行い、縮小した現状の
自治体規模に合わせた事務・事業を行えば財政指標の改善も見込める。（地方自治法第１条①②）

―安定的な財政運営を求む!!―
審査実施期間　令和４年９月１３日、１４日、１５日（３日間）
委員長　小沼　信孝　　　副委員長　矢沢　明伸

①　令和３年度決算書の歳入では地方交付税の占める割合が歳入全体の５０．９％を占め、更に
コロナ対策としての地方創生交付金など国庫支出金が大幅な減額となり、町税収入等も厳しい
状況がある。令和２年、３年度にわたりコロナ禍での生活・経済支援対策として様々な措置を
行ってきているが、今後の国からの財源措置は不透明である。さらに、人口減少、物価高騰な
ど経済状況の悪化が益々懸念されるため、安定的な財政運営に努められたい。

②　歳出の各款・項目に多くの補助金制度が設けられている。特に監査委員から出された勧告書
を真摯に受け止め、各種補助金等の執行については、その効果および成果の評価・検証を常に
行い、随時見直しを図るなど制度の主旨に沿った適切な予算執行に努められたい。

③　厳しい経済環境の中、第三セクター等の事業者も経営に大きな影響を受けており、町として
は、各事業者の経営状況を把握し、それぞれに合った適切な支援に努められたい。

決算特別委員会意見

監 査 意 見
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９
月
会
議　
　

補
正
・
条
例
改
正

物価・肥料価格高騰に経済支援策

問 困窮世帯へ1世帯7000円の給付をするよりもマイナンバーを
取得すれば2万円給付できる。相談窓口を広く開設して、取得し
たい人が取得できやすくなる取り組みが必要ではないか。

答 そのように努める。

問 肥料高騰支援の金額の根拠は。

答 農林水産省の農業物価統計を元に県が試算した数値が16％の
値上がり。その1/3を県が補助をし、町が上乗せ補助をする。

非課税世帯、1世帯あたり7000円を660世帯へ給付

稲作、花卉、振興作物肥料高騰に対する補助

全町民に1人1万円配布し物価高騰に対応支援、
11月１日より利用可能

＊物価高騰対応生活困窮世帯
　緊急支援給付金

＊肥料高騰緊急対策
　事業補助金

＊町内利用商品券発行事業委託料

　
９
月
会
議
は
９
月
７
日
か
ら
16
日

ま
で
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
令
和

３
年
度
決
算
審
査
の
審
議
が
慎
重
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正

＊
職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＊
只
見
町
行
政
機
構
改
革
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
が
育
児
休
暇
を
取
り

や
す
く
な
る
よ
う
に
条
例
を
緩
和
。

　
来
年
度
に
行
わ
れ
る
行
政
機
構
改
革
の
委
員

13
名
に
関
す
る
変
更

次
年
度
に
向
け
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と

（
現
行
組
織
）
６
課
１
室
１２
係

　
　

➡
（
新
組
織
案
）
５
課
２
室
１３
係

　
組
織
を
再
編
制
す
る
こ
と
で
「
移
住
に
関
わ

る
こ
と
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
」「
保
育
所
か
ら

高
校
ま
で
途
切
れ
な
い
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
」

な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討

さ
れ
る
。

462万円

655万円

4250万円

� （千円以下切り捨て）
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希望者に抗原検査キットを
各振興センターにて無料配布

「森林の分校ふざわ」に屋内設置し
冬期間の魅力・誘客強化度をアップ

オミクロン株対応ワクチン接種

只見中学校でプログラミング事業
後、只見町を紹介するＨＰを新設

紅葉シーズンに向け対応

月曜日から土曜日まで毎日送迎運
行し利用者の増加に対応

＊映画「瞽女GOZE」
　上映会補助金

＊モンベル
　キャンプ用品購入費

＊新型コロナウイルス
　感染症対策事業

＊薪ボイラー事業化全体設計業務

＊新型コロナウイルス
　ワクチン接種委託料

＊地域活性化企業人
　提案事業委託料

＊歳時記会館
　無料休憩所整備費

＊人工透析送迎増加
　対応費用

新型コロナワクチン接種、新規事業始動

70万円

12万円

235万円

440万円

2577万円

77万円

30万円

120万円

化石燃料の依存度を抑え地域の
資源をいかに利用していくか
しっかりとした計画を

問 映画「瞽女GOZE」の上映目的は。

答 社会教育を目的として初日は中学生、２日目は一般
を対象に上映し、映画を契機に町をＰＲしていく。
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

議会運営委員会

◦
朝
日
診
療
所
医
師
確
保
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
る

◦
只
見
駅
前
広
場
現
地
視
察

８月１９日　　只見町議会８月会議の開催について協議
９月　１日　　只見町議会９月会議の開催について協議

会議日程を９月７日から１６日までの１０日間に決定
諸般の報告、請願・陳情、各委員会所管事務調査報告、各一部事務組合議会報告、
一般質問の通告内容、議員提出議案、全員協議会の開催、
決算特別委員会の審査について協議、懲罰について協議
自由討議実施要綱（案）について協議

９月１２日　　只見町議会９月会議に係る追加議案等について協議
委員会審査報告（請願・陳情）について協議
古殿町議会運営委員会視察について協議

　
「
歳
時
記
会
館
」
の
閉

鎖
の
状
況
や
、
間
近
に
迫

っ
た
只
見
線
全
線
再
開
通

に
伴
う
「
只
見
駅
前
賑
わ

い
創
出
事
業
」
の
進
捗
状

況
を
現
場
視
察
。
ま
た
、

「
自
然
首
都
・
只
見
」
森

林
資
源
活
用
循
環
モ
デ
ル

の
「
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
運
営
方
式
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
慎
重
に
調
査
し

１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て
、

第
７
波
の
爆
発
的
な
感
染

に
町
民
は
不
安
を
感
じ
て

お
り
、
町
民
に
必
要
な
情

報
の
発
信
を
求
め
た
。

２　
人
口
減
少
対
策
に
関

す
る
調
査
事
項
に
関
し
、

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
、
こ
の
事
業
は
町
の

約
９４
％
を
森
林
が
占
め
る

当
町
に
お
い
て
最
重
要
な

案
件
で
あ
る
と
委
員
会
で

は
捉
え
て
い
る
。
大
き
な

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
案
件
で
も
あ
り

慎
重
に
調
査
し
て
い
く
。

６
月
会
議
以
降
も
町
の
保

育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い

て
調
査
を
す
す
め
て
お
り
、

引
き
続
き
調
査
す
る
。

意
見

　
朝
日
診
療
所
の
常
勤
医

師
が
10
月
か
ら
２
名
体
制

と
な
る
。
応
援
医
師
体
制

を
確
認
し
た
が
、「
朝
日

診
療
所
基
本
計
画
」で
は
、

常
勤
医
師
４
名
と
し
て
い

る
。
町
当
局
は
、
さ
ら
に

医
師
確
保
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
よ
う
求
め
る
。

只見駅前広場の進捗状況視察 町民むけ新型コロナの抗原検査キット見本
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表
紙
の
写
真
に
想
う

①
議
会
だ
よ
り
１
６
９
号
発
行
作
業
（
１０
月
２８
日
発
行
）

②
議
会
広
報
を
通
じ
て
町
民
の
方
に
行
政
内
容
が
分
か
り
や

す
く
、
読
ん
で
み
た
く
な
る
広
報
誌
の
発
行
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

③
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
広
聴
活
動
に
も

力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
く
。◯午前１０時００分～

　只見振興センター　
◯午後１時００分～　
　朝日振興センター　
◯午後３時３０分～　
　明和振興センター　
※都合の良い会場に 　　
　　是非お越しください。

―――テーマ―――
町や議会が望むこと

11月27日㈰
議会報告会を
行ないます！

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
１１
年
ぶ
り
の
再
開
通
に

向
け
只
見
小
学
校
の
鼓
笛

隊
が
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

列
車
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、

到
着
前
の
演
奏
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
秋
晴

れ
の
絶
景
を
走
る
列
車
に

も
演
奏
は
届
い
た
は
ず
で

す
。
只
見
小
学
校
の
皆
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

１０
月
１
日　
　
　
　

只
見
線
全
線
再
開
通

『
お
か
え
り
只
見
線
』

　南会津地方環境衛生組合議会は６月２９日と８月２６日に開会され、６月会議においては、西部クリ
ーンセンター旧焼却炉解体工事が、７５９０万円での工事請負契約議決と監査委員の選任が議決された。
又、８月の定例会議においては、令和３年度一般会計決算認定の他、施策の報告、条例改正、補正予算
などの議案が一括上程され、議決された。
　令和４年度補正予算では、燃料費の高騰等により、２７３８万円の増額補正となった。

◦燃料費高騰等により、２７３８万円増額補正

南会津地方環境衛生組合議会

陳情内容　農地・農業用施設等の災害復旧事業等に係る町の支援制度の改善をお願いする件
結　　果　趣旨採択
理　　由　近年、農業事情は気候変動などの影響で洪水等による農地、農業用施設への被害が近隣町村含め

甚大な被害が発生している。人口減少、高齢化により集落維持機能が低下していく当町にお
いて、農地・農業用施設等の補助金や補助率については、「今後、状況に応じた対応をして
行きたい」と町当局も回答をしていることから、「農地、農業用施設の支援制度の改善」陳
情の趣旨は十分理解できると判断した。当局の意見も踏まえ調査結果として趣旨採択とした。

陳情・請願・意見書

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な
意
見
を

聴
き
議
会
活
動
、
町
政
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
場
と
し
て
一
般
会
議
開
催
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
が
一
緒
に
な
り
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

＊
テ
ー
マ

　
テ
ー
マ
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
事
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
方
法

　
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
ご
相
談
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
方
法

　
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
８２
︱
５
３
０
０
）

一
般
会
議
募
集
の
お
知
ら
せ
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解
説

　
「
国
道（
2
8
9
号
）八

十
里
越
地
点
開
発
促
進
期

成
同
盟
会
」
で
は
、
現
場

の
視
察
研
修
の
他
、
令
和

三
年
度
の
事
業
、
決
算
報

告
、
並
び
に
令
和
四
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
案
に

つ
い
て
の
議
案
が
、
満
場

一
致
で
議
決
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
国
土
交
通
省
長
岡

国
道
事
務
所
、
新
潟
県
三

条
振
興
局
地
域
整
備
部
、

福
島
県
南
会
津
建
設
事
務

所
か
ら
の
工
事
進
捗
状
況

の
説
明
や
今
後
の
見
通
し

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
、「
あ
と
４
年
後

と
な
る
２
０
２
６
年
の
全

線
開
通
を
目
指
し
、
努
力

「八十里越」
四年後、全線開通に!

解
説

　
国
道
２
８
９
号
「
八
十

里
越
」
の
開
通
後
の
交
通

量
増
加
を
見
据
え
、
歩
行

者
や
町
民
の
安
全
確
保
の

た
め
、
歩
道
の
未
整
備
区

間
や
、
道
路
幅
員
が
狭
い

区
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

し
て
い
る
。」
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
待
ち
に
待
っ

た
全
線
開
通
が
い
よ
い
よ

現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

下
記
の
事
項
を
要
望
し
た
。

又
、
県
道
の
「
小
林
・
館

ノ
川
線
」
は
、
２
８
９
号

線
の
大
切
な
迂
回
路
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
町
内

の
集
落
を
結
ぶ
重
要
な
生

活
路
線
で
も
あ
る
た
め
、

防
雪
施
設
の
整
備
を
進
め
、

通
年
通
行
の
確
保
を
図
る

こ
と
、
小
林
～
亀
岡
間
の

未
改
良
区
間
の
早
期
改
良
、

を
要
望
し
た
。

要
望
箇
所

国
道
２
８
９
号「
八
十
里
越
」

＊
大
倉
字
礼
堂
地
内
か
ら

湯
ら
里
入
口
、
深
沢
地
内

か
ら
長
浜
杉
沢
地
内
、
黒

谷
化
ケ
地
内
の
改
良
整
備
、

明
和
橋
の
早
期
架
け
替
え

整
備

＊
叶
津
地
内
の
２
８
９
号

を
ま
た
ぐ
鉄
橋
下
部
、
叶

津
か
ら
只
見
駅
前
ま
で
の

未
改
良
部
分
の
整
備
促
進

＊
入
叶
津
か
ら
只
見
区
中

心
部
へ
抜
け
る
「
只
見
ト

ン
ネ
ル
」
の
早
期
実
現

県
道
小
林
・
館
ノ
川
線

＊
小
川
～
荒
島
間
、
荒
島

～
熊
倉
間
の
防
雪
施
設
整

備
と
通
年
通
行
の
確
保

＊
亀
岡
～
小
林
間
の
拡
幅

整
備

　
７
月
１９
日
、
只
見
町
と
新
潟
県
三
条
市
で
構

成
す
る
「
国
道
（
2
8
9
号
）
八
十
里
越
地
点

開
発
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

中
で
、
来
賓
で
お
越
し
の
新
潟
県
土
木
部
道
路

建
設
課
参
事
の
あ
い
さ
つ
で
「
あ
と
４
年
後
の

全
線
開
通
を
目
指
し
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
を
強
く
要
望
!

　
７
月
５
日
、
只
見
町
「
季
の
郷
湯
ら

里
」
に
お
い
て
南
会
津
地
方
町
村
議
員

大
会
が
開
催
さ
れ
、
郡
内
各
町
村
の
要

望
事
項
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

期　成
同盟会

新潟側８号トンネル

南
会
津
地
方
町
村

議
会
議
員
大
会

　
当
町
要
望
は
酒
井
正
吉
郎
議
員
が
、「
八
十
里
越
」
の
開
通
に
向
け
、

周
辺
道
路
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進
と
、
県
道
「
小
林
・
館
ノ
川
線
」
の

未
改
良
区
間
の
整
備
と
通
年
通
行
の
確
保
を
強
く
要
望
し
、
満
場
一
致
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
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町
を
想
い
９
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　２名が一緒の録画動画になっています。

■ 酒井正吉郎�………………………12
目前に迫ったJR只見線の再開通後の
対応策について

■ 小沼　信孝�………………………13
物価高騰への経済支援策は

■ 矢沢　明伸�………………………14
住民の安全、安心のための防災対策を

■ 酒井　右一�………………………15
只見町の将来像について

■ 鈴木　好行�………………………16
田子倉ダム周辺の観光開発は

■ 齋藤　邦夫�………………………17
行政改革の狙いと取り組みは

■ 菅家　　忠�………………………18
町民の声のゆくえについて

■ 三瓶　良一�………………………19
只見線全線再開通と賑わい創出事業に
ついて

■ 中野　大德�………………………20
農業施策について
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酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

目前に迫ったJR只見線の
再開通後の対応策について
� 答 まず、駅前賑わい創出事業で対応を

問
賑
わ
い
創
出
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

答
第
一
施
設
の
会
津

た
だ
み
振
興
公
社

が
８
月
３０
日
に
、
物
販
事

業
、
総
合
案
内
、
軽
食
の

提
供
を
開
始
し
、
第
二
施

設
の
合
ね
っ
か
と
㈲
セ
イ

ワ
電
子
が
１０
月
１
日
の
再

開
通
に
合
わ
せ
て
お
も
て

な
し
の
体
制
を
整
え
て
い

る
。問

只
見
駅
の
複
合
施

設
化
に
つ
い
て

答
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
機

能
な
ど
の
整
備
内

容
、
場
所
、
用
地
取
得
、

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

問
旅
行
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
へ
の
対
応
策

は
。答

観
光
情
報
入
手
が

S
N
S
へ
と
主
流

と
な
っ
て
お
り
、
只
見
町

の
特
徴
を
魅
力
と
し
て
提

供
で
き
る
商
品
化
が
必
要

と
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
源
泉
井
戸
の
不
具

合
に
対
す
る
対
応

策
は
。

答
で
き
る
限
り
現
有

源
泉
の
保
全
と
湧

出
湯
の
効
率
的
な
活
用
を

計
り
な
が
ら
、
経
営
状
況

を
上
向
か
せ
、
投
資
す
る

に
値
す
る
施
設
で
あ
る
と

認
め
て
い
た
だ
け
る
環
境

を
作
っ
た
上
で
進
め
て
い

き
た
い
。

湯
ら
里
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

�

答
現
有
源
泉
の
保
全
と
　
　
　
　

�

効
率
的
な
活
用
を
図
る

問
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
。

答
４
月
に
薪
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
室
を
設

置
し
、
勉
強
会
や
先
進
地

視
察
を
行
い
、「
自
然
首

都
・
只
見
森
林
資
源
活
用

循
環
モ
デ
ル
」
と
し
て
全

体
像
を
ま
と
め
、
薪
ボ
イ

ラ
ー
事
業
化
全
体
設
計
業

務
委
託
料
の
予
算
を
お
願

い
し
、
実
現
に
向
け
て
前

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「おもてなし」の只見駅前広場

い
て
協
議
を
継
続
し
て
い

る
。
但
し
、
整
備
に
か
か

る
費
用
負
担
は
全
額
町
側

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、

こ
の
点
を
重
点
に
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問
お
客
様
の
只
見
駅

下
車
か
ら
の
「
観

光
施
設
」
へ
の
ア
ク
セ
ス

対
策
は
。

答
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、

電
動
バ
イ
ク
の
貸

出
し
、
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン

「
自
然
首
都
・
只
見
号
」で

の
移
動
や
民
間
レ
ン
タ
カ

ー
の
案
内
等
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

問
オ
ー
ル
奥
会
津
の

近
隣
町
村
と
の
連

携
は
。

答
只
見
川
電
源
流
域

振
興
協
議
会
や
只

見
川
ラ
イ
ン
観
光
協
会
な

ど
、
そ
の
他
地
域
づ
く
り

と
し
て
の
広
域
観
光
推
進

事
業
等
に
つ
い
て
、検
討
・

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
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レギュラーガソリン価格の推移
（全国平均価格）

資源エネルギー庁の資料から作成

180
円/㍑

160

140

120
5月
2020年

5月
2021年

5月
2022年

171.1円/㍑

小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
物
価
高
騰
、燃
料
、

電
気
料
値
上
げ
で

生
活
に
影
響
が
出
て
い
る

が
効
果
的
な
支
援
策
を
考

え
て
い
る
か
。

答
福
祉
関
連
で
は
住

民
税
非
課
税
等
の

制
限
な
ど
あ
る
も
の
の
高

齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と
り

親
世
帯
を
対
象
に
一
世
帯

当
た
り
７
０
０
０
円
の
支

２年間で約50円値上がり

物
価
高
騰
へ
の

経
済
支
援
策
は

�

答
国
・
県
の
対
策
も
踏
ま
え
対
応
し
た
い

援
を
考
え
て
い
る
。

　
農
業
関
係
で
も
、
肥
料

価
格
高
騰
に
対
す
る
県
の

補
助
に
町
で
金
額
の
上
乗

せ
を
し
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。商
業
関
連
と
し
て
、

町
民
一
人
当
た
り
１
０
０

０
０
円
の
商
品
券
を
配
布

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
燃
料
、
物
価
高
騰

は
各
事
業
者
も
大

変
で
あ
る
の
で
、
現
状
を

聞
き
取
り
し
て
対
応
策
を

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
事
業
者
の
聞
き
取

り
は
行
っ
て
い
な

い
。
集
落
座
談
会
を
通
じ

て
話
は
聴
い
て
い
る
が
、

対
象
の
方
々
に
あ
ら
ゆ
る

場
面
を
捉
え
て
話
を
聞
く

べ
き
だ
と
思
う
。

問
農
業
支
援
の
肥
料

高
騰
は
現
在
も
進

ん
で
い
る
と
思
う
の
で
、

町
独
自
で
も
来
年
度
も
継

続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

答
国
、
県
の
政
策
を

含
め
、
町
が
ど
の

よ
う
な
政
策
す
れ
ば
対
応

で
き
る
の
か
し
っ
か
り
と

踏
ま
え
考
え
て
い
き
た
い
。

問
燃
料
費
高
騰
特
に

灯
油
価
格
の
上
昇

に
対
し
て
、
商
品
券
配
布

の
他
に
昨
年
も
実
施
支
援

さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
追
加
販
売
に
プ
レ
ミ

ア
ム
率
を
３０
％
に
ア
ッ
プ

し
て
お
得
に
購
入
で
き
る

よ
う
な
支
援
を
し
て
、
一

昨
年
前
の
燃
料
価
格
並
み

で
購
入
と
同
等
に
な
る
よ

う
な
支
援
策
を
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
商
工
会
も
含
め
ま

し
て
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
支
援
に
つ
い
て

で
す
が
、
販
売
の
方
法
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ぜ
ひ
町
外
者
の

購
入
に
対
し
て
制
限
を
か

け
ず
に
、
旅
行
に
来
た
方

な
ど
に
も
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
宿
泊
、
お
土
産
、

観
光
に
利
用
し
て
頂
き
、

町
外
の
方
に
も
購
入
し
て

頂
き
、
町
に
お
金
を
落
と

し
て
頂
く
施
策
を
。

答
来
年
度
に
向
か
っ

て
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
を
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

住民の安全、
安心のための防災対策を
� 答 常日頃からの備えが重要と認識

問
近
年
の
豪
雨
災
害

は
い
つ
ど
こ
に
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
る
。
以
前
の
災
害

を
検
証
し
住
民
の
安
全
確

保
等
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
８
月
上
旬
に

青
森
、
山
形
や
会
津
北
部

地
域
が
線
状
降
水
帯
に
よ

る
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
改
め
て
、
防
災

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答
一
歩
間
違
え
ば
ど

の
地
域
も
同
様
な

状
況
と
な
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
。
１０
月
１
日
に
只

見
線
が
再
開
通
す
る
中
、

11
年
前
の
災
害
を
思
い
起

多発する豪雨災害　平時の備えが重要

こ
し
て
い
る
。
消
防
団
は

大
切
な
組
織
で
あ
り
、
常

に
意
見
交
換
を
行
い
活
動

が
充
実
で
き
る
よ
う
支
援

に
努
め
、
常
日
頃
か
ら
備

え
を
怠
る
こ
と
な
く
「
常

在
戦
場
」
と
し
て
の
考
え

方
を
も
っ
て
防
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
河
川
等
に
設
置
し

て
あ
る
危
機
管
理

水
位
計
な
ど
の
河
川
の
水

位
情
報
が
ス
マ
ホ
等
で
見

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情

報
を
消
防
団
等
で
も
状
況

把
握
の
た
め
に
活
用
す
べ

き
で
な
い
か
。

答
消
防
団
の
会
議
等

の
中
で
情
報
共
有

を
図
り
、
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
。

問
只
見
町
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
は
浸
水

想
定
区
域
、
増
水
氾
濫
区

域
が
多
数
あ
る
。
只
見
地

区
の
左
岸
は
以
前
か
ら
内

水
氾
濫
等
懸
念
さ
れ
て
い

る
地
域
で
、
排
水
ポ
ン
プ

が
設
備
さ
れ
て
い
る
が
水

位
セ
ン
サ
ー
の
設
置
な
ど

検
討
さ
れ
な
い
か
。

答
排
水
ポ
ン
プ
に
は

容
量
も
あ
り
、
す

べ
て
の
内
水
を
排
出
は
困

難
。
今
後
行
わ
れ
る
圃
場

整
備
事
業
と
絡
め
た
形
で

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
ま
た
只
見
川
左

岸
の
築
堤
計
画
と
合
わ
せ

そ
の
点
も
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

問
只
見
町
国
土
強
靭

化
計
画
と
し
て
、

強
く
し
な
や
か
な
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
リ
ス
ク
シ
ナ

リ
オ
な
ど
事
前
に
備
え
る

目
標
を
設
定
し
、
各
課
の

施
策
を
防
災
で
の
視
点
で

策
定
さ
れ
て
い
る
。
平
時

の
中
で
各
課
が
横
断
的
に

情
報
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
な
い
か
。

答
計
画
が
周
知
、
機

能
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
周
知
徹

底
を
図
り
共
通
理
解
に
努

め
て
い
く
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

只
見
町
の

将
来
像
に
つ
い
て

�

答
行
政
改
革
を
進
め
総
合
計
画
を
作
る

問
町
は
人
口
が
激
減

し
た
。
こ
う
し
た

中
、
事
業
所
や
役
場
、
各

分
野
で
人
材
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
更
に

町
の
財
政
も
逼
迫
し
た
状

態
に
な
っ
た
。（
下
記
資
料
）

　
人
口
は
さ
ら
に
減
少
す

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
町
を

維
持
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
振
興
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
地
域
住
民
と

の
恊
働
を
進
め
地
域
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
各
集
落
に
は
高

齢
者
が
増
え
、
若
い
者
や

子
供
が
い
な
い
。
役
場
が

遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
方
々
や
各
種

の
団
体
と
協
働
し
て
、
役

場
の
力
が
及
ば
な
い
分
野

を
補
い
合
う
こ
と
が
必
要

区　　分 人　　口 財政力指数

1965年頃の人口 約13,100人 約1.40

2022年7月人口 　　3,844人 　0.23

・財政力指数とは？
1.0以上が豊かであり、地方交付税が必要ない時代もあった。

・子ども・子育て支援事業計画？
只見町が作った子育て支援計画書

で
は
な
い
か
。（
住
民
自
治

の
高
揚
）

答
人
口
減
と
財
政
の

問
題
に
は
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。

　
行
政
改
革
を
進
め
、
町

の
人
口
や
財
政
規
模
に
沿

っ
た
総
合
計
画
を
作
る
。

　
厳
し
い
が
、
数
値
目
標

を
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
ら
を
叱
咤
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
来
年
は
地
域

住
民
と
の
共
同
を
総
務
企

画
課
に
移
す
。
さ
ら
に
中

央
公
民
館
方
式
を
取
り
、

包
括
支
援
体
制
を
作
る
。

そ
の
た
め
に
今
の
役
場
の

組
織
体
制
を
刷
新
す
る
。

問
人
口
減
少
を
止
め

る
に
は“
子
ど
も
、

子
育
て
支
援
策
”
が
必
要

だ
。
町
保
育
所
条
例
で
は

「
乳
幼
児
・
児
童
が
入
所

で
き
る
」と
あ
る
。い
ま
、

保
育
所
は
入
所
定
員
を
満

た
し
て
い
な
い
が
入
所
で

き
な
い
乳
児
が
い
る
と
聞

く
。
過
酷
で
悲
惨
な
乳
幼

児
の
死
亡
事
故
も
起
き
て

い
る
昨
今
、“
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
”
の
取
り
組
み

が
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

　
町
条
例
や
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
下
記
参
照
）」
を
実
現
す

る
に
は
、
保
育
士
な
ど
人

材
の
確
保
が
極
め
て
重
要

だ
。
ま
た
、
子
育
て
の
環

境
が
変
わ
っ
た
い
ま
、
40

年
以
上
、
昔
の
保
育
所
建

物
で
は
政
策
を
実
現
で
き

な
い
。
認
定
こ
ど
も
園
・

地
域
型
保
育
事
業
所
と
し

て
、
条
例
や
事
業
計
画
に

沿
う
保
育
所
に
建
て
直
し

て
は
ど
う
か
。

答
即
答
は
で
き
な
い

が
検
討
し
た
い
。
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田子倉ダム周辺の
観光開発は
� 答 第三セクターの組織充実を図る

問
旅
行
村
改
修
工
事

の
際
に
、
旅
行
村

を
中
心
と
す
る
宿
泊
・
滞

在
・
体
験
拠
点
の
整
備
を

し
て
、
旅
行
村・只
見
湖・

田
子
倉
湖
を
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
今
後
の
計
画
は
。

答
第
三
セ
ク
タ
ー
の

改
革
を
進
め
、
組

織
体
制
の
充
実
と
着
地
型

観
光
プ
ラ
ン
の
充
実
を
図

る
。問

只
見
ダ
ム
湖
畔
の

歳
時
記
会
館
が
カ

ギ
の
か
か
っ
た
ま
ま
、
閉

館
状
態
に
あ
る
。
JR

只 鈴

すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

見
線
の
再
開
通
や
紅
葉
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
、
何
ら
か

の
形
で
開
館
す
べ
き
だ
。

答
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
な
い

よ
う
に
、
急
ぎ
対
応
し
た

い
。

問
只
見
駅
、
会
津
蒲

生
駅
、
会
津
塩
沢

駅
周
辺
の
観
光
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答
只
見
駅
は
三
石
神

社
を
中
心
と
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
化
を
進
め

て
い
る
。
会
津
蒲
生
駅
、

会
津
塩
沢
駅
で
は
副
駅
名

の
公
募
を
行
な
っ
て
お
り
、

更
な
る
駅
の
魅
力
向
上
を

図
る
。

問
会
津
蒲
生
駅
、
会

津
塩
沢
駅
に
お
い

て
、
駅
待
合
室
の
清
掃
、

周
辺
の
草
刈
り
や
冬
期
間

の
除
雪
体
制
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
県
が
管
理
を
JR


や
地
域
に
委
託
し

て
実
行
す
る
と
理
解
し
て

い
る
が
、
細
部
に
つ
い
て

は
今
後
打
合
せ
を
進
め
る
。

問
現
在
、
町
内
の
宿

泊
施
設
は
仕
事
関

係
の
お
客
様
が
多
く
、
観

光
客
の
受
入
れ
体
制
が
十

分
で
な
い
状
況
に
あ
る
。

今
後
の
受
入
れ
体
制
を
ど

う
整
え
る
か
。

答
宿
泊
・
飲
食
事
業

者
持
続
化
創
業
支

援
事
業
等
の
過
去
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
今
後
の

施
策
を
検
討
す
る
。

観光プランの構築が待たれる只見ダム

問
冬
期
間
の
誘
客
を

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
雪
ま
つ
り
だ
け
で

な
く
、
観
光
施
設

や
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
化
を

図
り
、
冬
期
誘
客
を
進
め

る
。問

今
後
の
観
光
交
流

人
口
数
の
目
標
は

年
間
何
人
か
、
又
目
標
達

成
の
た
め
に
考
え
る
こ
と

は
な
に
か
。

答
大
事
な
視
点
は
来

訪
者
数
だ
け
で
な

く
、
経
済
効
果
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
視
点
と
考
え

る
。今
後
調
査
を
進
め
る
。
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齋
さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

行
政
改
革
の

狙
い
と
取
り
組
み
は

�

答
町
政
課
題
に
対
応
し
た
改
革
推
進

問
国
内
外
の
動
向
が

本
町
経
済
や
町
民

生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
念
願
で
あ
っ
た

只
見
線
の
全
線
運
行
、
国

道
二
八
九
号
県
境
開
通
を

数
年
後
控
え
、
町
民
は
大

き
な
期
待
を
持
っ
て
町
政

の
進
展
を
見
守
っ
て
い
る
。

厳
し
い
環
境
の
中
で
新
た

な
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
町

政
の
課
題
解
決
を
図
る
た

め
、
新
た
な
行
政
改
革
の

狙
い
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
只
見
町
を
取
り
巻

く
環
境
を
的
確
に

捉
え
て
、
そ
の
時
代
に
即

し
た
効
率
的
な
町
行
財
政

改
革
を
進
め
る
た
め
絶
え

ず
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
行
政
組
織
機
構

の
主
な
検
討
内
容
は
、
①

移
住
・
定
住
・
交
流
の
強

化
、
②
産
業
間
連
携
・
産

業
振
興
の
強
化
、
③
情
報

発
信
力
・
機
能
の
強
化
、

④
地
域
包
括
支
援
の
強

化
、
⑤
幼
児
期
か
ら
一
貫

し
た
子
育
て
の
推
進
、
⑥

中
央
公
民
館
の
設
置
な

ど
、
ま
た
、
町
民
の
身
近

な
も
の
で
は
簡
易
水
道
・

集
落
排
水
・
町
営
住
宅
を

一
係
内
で
の
完
結
、
子
育

て
業
務
は
、
乳
幼
児
期
か

ら
高
校
ま
で
継
続
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
目
標
に
検

討
し
、
限
ら
れ
た
財
源
や

人
材
の
中
で
、
複
雑
多
様

化
す
る
行
政
需
要
に
対
応

し
た
改
革
を
進
め
る
。

問
第
四
次
行
政
改
革

大
綱
の
実
績
と
評

価
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
。
第
五
次
行
革
の
素
案

は
三
つ
の
柱
と
十
五
項
目

の
方
針
を
示
さ
れ
て
分
か

り
や
す
い
。
仕
事
の
改

革
・
改
善
の
基
本
は
「
良

い
仕
事
を
、
よ
り
早
く
、

よ
り
安
く
行
う
た
め
の

運
動
」
で
あ
り
、
成
果
を

上
げ
る
に
は
可
能
な
限
り

数
値
目
標
や
工
程
表
を
示

し
、
職
員
意
識
の
高
揚
と

工
夫
が
必
要
と
思
う
。

答
第
四
次
計
画
で
は

公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
第
三
セ
ク
タ

ー
の
健
全
化
な
ど
反
省
点

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
き

た
。
計
画
は
具
体
的
で
明

確
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
厳
し
い
意
見
も
覚

悟
の
う
え
で
極
力
数
値
目

標
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
。
ま
た
、
私
の
ス

ピ
ー
ド
感
と
職
員
個
々
の

認
識
に
差
異
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
が
庁
議
等
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
職

員
の
理
解
と
意
識
高
揚
に

努
め
て
い
き
た
い
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

町民の声の
ゆくえについて
� 答 庁内で情報共有し対応している

問
町
民
か
ら
の
声
に

真
摯
に
対
応
し
て

い
る
か
問
う
。“
誰
が
言

っ
て
い
る
か
で
は
な
く
、

何
を
言
っ
て
い
る
か
”
が

大
切
で
、
社
会
的
立
場
の

違
い
に
よ
っ
て
対
応
を
変

え
る
も
の
で
は
な
い
。
町

民
の
声
は
町
の
財
産
で
あ

り
、“
い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
”
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
声
が
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

を
公
開
を
す
る
べ
き
と
考

え
る
。

答
真
摯
に
対
応
し
て

い
る
。
町
の
寄
せ

ら
れ
た
声
は
内
容
が
多
岐

に
わ
た
り
デ
リ
ケ
ー
ト
な

部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

公
表
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
公
表
の
あ
り
方
を

検
討
し
情
報
公
開
に
努
め

る
。問

原
地
区
の
教
員
住

宅
は
、
玄
関
か
ら

除
雪
路
線
ま
で
22
メ
ー
ト

ル
あ
る
。
只
見
町
冬
季
孤

立
住
宅
解
消
事
業
の
対
象

要
件
は
何
メ
ー
ト
ル
か
。

答
20
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

問
町
所
有
の
建
物
が

対
象
要
件
に
当
て

は
ま
っ
て
い
る
。
に
も
関

わ
ら
ず
何
年
も
手
を
付
け

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
何
十
年
も
除
雪
に
苦

労
し
て
い
る
住
民
の
声
は

ど
こ
に
い
っ
た
の
か
。
昨

日
「
声
が
な
い
か
ら
ニ
ー

ズ
が
な
い
の
で
は
な
い
。」

と
町
長
答
弁
が
あ
っ
た
。

今
回
は
「
声
も
あ
り
、
ニ

ー
ズ
も
あ
り
、
制
度
の
正

当
性
も
あ
り
、
未
来
の
住

民
の
た
め
に
も
必
要
」
だ

と
捉
え
て
い
る
。
再
度
伺

う
が
町
は
本
件
に
真
摯
に

対
応
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
か
。

答
改
修
工
事
を
当
初

予
算
で
上
げ
る
計

画
を
し
て
い
た
が
、
状
況

を
吟
味
し
て
対
応
す
る
た

め
に
9
月
で
の
補
正
対
応

と
な
っ
た
。

問
私
は
公
平
公
正
な

社
会
を
目
指
し
た

い
。
大
切
な
こ
と
を
ブ
レ

ず
に
仕
事
を
し
て
い
る
大

人
は
か
っ
こ
い
い
。
か
っ

こ
い
い
大
人
が
只
見
町
に

い
る
こ
と
が
、
一
旦
外
に

出
た
子
ど
も
た
ち
が
町
に

帰
っ
て
く
る
時
の
大
き
な

要
素
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
大
き
な
声
も
声
な
き

声
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

課
を
越
え
て
み
ん
な
で
解

決
し
よ
う
と
い
う
組
織
体

制
を
望
む
。

答
反
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
も
含

め
、
職
員
と
と
も
に
精
進

し
て
い
く
。
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三
さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

只
見
線
全
線
再
開
通
と

賑
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て

�
答
只
見
駅
の
複
合
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く

問
只
見
線
全
線
開
通

が
間
近
に
な
っ
た
。

受
け
入
れ
準
備
が
遅
れ
て

い
る
と
思
う
。
只
見
町
は

奥
会
津
観
光
の
顔
と
し
て

中
核
的
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
だ
。
只
見
駅
の
複
合

駅
舎
化
も
急
ぐ
べ
き
だ
。

答
当
町
は
奥
会
津
観

光
の
顔
と
し
て
、

中
核
的
な
役
割
が
あ
る
こ

と
は
議
員
と
同
じ
認
識
だ
。

現
在
の
賑
わ
い
事
業
は
全

線
再
開
通
に
合
わ
せ
た
対

応
だ
。
今
後
継
続
し
て
只

見
線
の
利
活
用
、
只
見
線

を
起
爆
剤
と
し
た
地
域
振

興
を
目
的
に
、
只
見
駅
複

合
施
設
整
備
を
進
め
る
。

八
十
里
開
通
に
併
せ
た
只

見
観
光
発
展
の
第
一
歩
と

位
置
付
け
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
道
の
駅
と
Ｊ
Ｒ
只

見
駅
舎
が
ド
ッ
キ

ン
グ
で
き
れ
ば
全
国
初
の

試
み
と
な
る
。
立
地
的
に

も
こ
れ
以
上
の
場
所
は
な

い
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
も

大
き
く
報
道
し
宣
伝
効
果

が
期
待
で
き
る
。
早
期
実

現
を
進
め
ら
れ
た
い
。

答
複
合
駅
舎
と
道
の

駅
の
ド
ッ
キ
ン
グ

の
提
案
は
、
駅
と
国
道
２

５
２
号
、
２
８
９
号
の
交

差
点
と
も
近
く
立
地
的
に

恵
ま
れ
た
場
所
だ
。
只
見

駅
複
合
施
設
を
道
の
駅
的

な
機
能
を
有
す
る
施
設
と

し
て
整
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
役
場
庁
舎
は
只
見

町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

自
然
首
都
に
相
応
し
い
庁

舎
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。
八
十
里
開
通
に
間

に
合
う
よ
う
に
年
次
計
画

を
た
て
る
べ
き
だ
。

答
現
状
は
あ
く
ま
で

も
暫
定
移
転
だ
。

今
後
は
役
場
庁
舎
機
能
を

一
つ
に
す
べ
く
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

駅
前
複
合
施
設
、
湯
ら
里

等
の
大
規
模
事
業
の
年
次

計
画
が
必
要
だ
。

問
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
は

川
口
か
ら
只
見
間

で
６
本
運
行
さ
れ
て
い
る
。

全
線
開
通
す
れ
ば
終
了
す

る
。
若
松
方
面
か
ら
の
列

車
利
用
客
は
川
口
駅
で
足

止
め
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

対
策
を
問
う
。

答
現
状
の
３
本
で
は

不
十
分
だ
。
観
光

路
線
と
し
て
は
お
っ
し
ゃ

ら
れ
る
事
は
必
要
だ
。
１０

月
１
日
に
は
間
に
合
わ
な

い
が
、
早
期
実
現
に
向
け

て
要
望
活
動
を
進
め
た
い
。

複合化が待たれる只見駅
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農業施策について
� 答 効果的な施策となるよう努める

問
町
内
農
家
の
戸
数

の
推
移
、
年
齢
構

成
は
。

答
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
町
内
総
農

家
数
は
、
２
０
１
０
年
７

０
３
戸
２
０
２
０
年
４
３

５
戸
と
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。
年
齢
構
成
に
つ
い

て
は
、
６０
代
24
・
9
％
、

70
代
26
・
8
％
、
８０
歳
以

上
16
・
9
％
と
な
っ
て
お

り
、
生
産
年
齢
人
口
に
当

た
る
65
歳
未
満
は
、
40
・

3
％
と
な
っ
て
い
る
。
戸

数
に
つ
い
て
は
、
高
齢
農

家
の
リ
タ
イ
ア
等
に
よ
る

農
地
の
集
約
化
、
大
規
模 中

なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

化
が
進
み
、
直
近
10
年
間

は
人
口
減
少
を
上
回
る
率

で
減
少
し
て
い
る
。
年
齢

構
成
に
つ
い
て
は
、
若
年

層
の
農
業
参
入
も
見
ら
れ

る
が
、
高
年
齢
化
が
顕
著

と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

担
い
手
確
保
の
た
め
、
移

住
・
農
業
フ
ェ
ア
に
な
ど

に
参
加
し
て
い
る
。

問
効
率
化
・
所
得
向

上
の
施
策
は
。

答
町
の
基
盤
産
業
で

あ
る
農
業
が
職
業

と
し
て
選
択
し
得
る
魅
力

と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
農
業
経
営
に

向
け
て
「
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る

基
本
的
な
構
想
」を
定
め
、

町
に
お
け
る
主
要
な
営
農

類
型
、
経
営
規
模
等
を
示

し
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
だ
。
稲
作
農
業
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
価
下
落
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
等
に
起
因
す
る
肥
料

高
騰
な
ど
、
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

米
価
下
落
に
係
る
次
期
作

支
援
と
し
て
種
籾
の
助
成
、

農
業
機
械
の
購
入
補
助
、

農
業
用
施
設
集
落
補
助
金

の
補
助
率
引
き
上
げ
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
肥
料
高

騰
対
策
と
し
て
、
県
で
実

施
す
る
補
助
金
に
上
乗
せ

す
る
支
援
を
す
る
こ
と
と

し
、
補
正
予
算
を
提
案
し

た
。
希
望
さ
れ
る
集
落
に

お
い
て
は
圃
場
整
備
も
進

め
て
お
り
、
今
後
も
状
況

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。
美

し
い
田
園
風
景
を
守
っ
て

い
く
た
め
農
家
が
果
た
す

役
割
は
大
変
大
き
い
も
の

と
考
え
る
。

刈取の様子と集積される只見産米
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ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.33

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

今回は、「質疑」と「質問」の違いについて、議会議長に聞いてみました。

「質疑」と「質問」って
　　　どう違うの？

ブナりん　議会でよく「質
疑」「質問」ということばを聞
くけど、どこが違うの？

議会議長　「質疑」と「質問」
どちらも疑問点を聞くけど、
言葉が似ているのでわかりづ
らいよね。この二つの言葉を
議会では使い分けているんだ
よ。

アカショウちゃん　じゃあ
「質疑」のときは、質問と同じ
ように何でも聞いていいの？

議会議長　「質疑」は議案に関係ないことや
自分の意見は述べることができないんだよ。

ブナりん　自分の意見を述べられるのって、
限られるんだね。

議会議長　議題となっているものに自分の
意見を述べるときは、「質疑」の後の「討論」
でできるんだよ。

イワっぺ　これからも活発な「質疑」「質問」
を行っていただき、住みやすい町づくりのた
め取り組んでくださいね！

イワっぺ　「質疑」と「質問」
はどんなふうに使い分けてい
るの？

議会議長　「質疑」は議題となっているもの
についての疑問点を聞くことで、本会議や委
員会での議案や審査の時、賛否の態度を決定
するように行うものなんだよ。
　「質問」は一般質問など議員が町政一般に
関することについて疑問点を聞き、町政に関
することであれば何でも聞くことができ、意
見を述べることもできるんだよ。

【一般質問は、定例会が始まる前に質問内容
を通告しておかなければなりません】
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只
見
中
学
校

　
　
２
年　
船ふ

な

木き　
翔と

空あ

　
私
は
こ
の
町
が
大
好
き
で

す
。
人
々
が
助
け
合
い
素
晴

ら
し
い
町
作
り
を
し
て
い
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

　
只
見
中
学
校

　
　
３
年　
大お

お

竹た
け　

蓮れ
ん

斗と

　
只
見
町
は
、人
が
温
か
く
、

自
然
が
豊
か
と
い
う
良
い
一

面
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

現
在
少
子
高
齢
化
が
著
し
く

　
こ
こ
か
ら
は
、
私
が
思
う

只
見
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
や
は
り
自
然
で

す
。一
年
中
美
し
い
自
然
で
、

見
て
い
る
と
心
が
安
ら
ぎ
ま

す
。

　
二
つ
目
は
只
見
線
で
す
。

今
年
の
十
月
、
約
十
一
年
ぶ

り
に
運
転
が
再
開
し
ま
す
。

私
は
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、い
つ
か
乗
り
た
い
で
す
。

進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
は
、
只
見
町
の
人
口
を
増

や
す
た
め
、
ま
ず
は
観
光
客

を
増
や
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
只
見
駅

前
に
道
の
駅
を
つ
く
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。
我
が
町
只

見
に
は
、
他
の
市
町
村
に
も

誇
れ
る
伝
統
的
な
特
産
物
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月
一

日
に
は
只
見
線
が
十
一
年
ぶ

り
に
全
線
開
通
し
ま
す
。
そ

　
他
に
も
良
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
只
見
町
。

　
私
も
町
民
と
し
て
、
よ
り

良
い
町
に
な
る
よ
う
に
今
で

き
る
こ
と
を
頑
張
り
た
い
で

す
。

　

只
見
町
の
発
展
に
は
観
光
誘

客
は
欠
か
せ
な
い
。
全
国
に
約

１
２
０
０
程
有
る
道
の
駅
、『
ま

た
訪
れ
た
い
』
と
思
っ
て
頂
け

る
、
只
見
ら
し
い
道
の
駅
を
創

る
こ
と
が
大
切
だ
ね
。

只
見
に
つ
い
て
思
う
こ
と

只
見
町
の
発
展
の
た
め
に

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
塚
純
一
郎

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

編
集
後
記

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
１０
月
１
日
、
１１
年
ぶ
り
に
全
線

再
開
通
し
、
町
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
鉄
道
フ
ァ

ン
か
ら
喜
び
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
対
策
が
町
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
と
で
、

喜
び
と
と
も
に
今
後
の
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
・
異
常
気
象
・
５
月
以
降
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
な
ど
生
活
に
大
き
な
不
安
を
抱

え
る
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
只
見
町
の
活
性
化
と

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
・
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、

議
会
の
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
研
修
も
豪
雨
の
影
響

で
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
研
鑽

に
努
め
、
引
き
続
き
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り

編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
山
岸 

国
夫 

委
員
）

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

　

只
見
の
自
然
は
世
界
に
誇
れ

る
自
然
。
町
民
み
ん
な
の
自
慢

だ
よ
ね
。

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
、
車
窓
か
ら
見

る
只
見
の
自
然
も
き
っ
と
新
し

い
発
見
が
あ
る
と
思
う
よ
。
是

非
、
乗
っ
て
み
て
ね
。

れ
に
伴
っ
て
只
見
町
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

道
の
駅
を
つ
く
る
こ
と
で
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
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